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例  言

1.本報告書は,高松市東部運動公園 (仮称)整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書第 3冊で,高松市高
松町に所在する大空北遺跡 (おおそらきたいせき)と 奥の坊奥池西遺跡 (お くのぼうおくいけにしいせき)の

報告を収録した。また,附編 として香川大学が所蔵する大空遺跡 (おおそらいせき)の上器の実測図を掲載した。

2.発掘調査地ならびに調査期間は次の通りである。
大空北遺跡    調 査 地 :高松市高松町大空

発掘調査

整理作業

奥の坊奥池西遺跡 調 査 地
発掘調査

整理作業

平成 11年 4月 16日 ～ 6月 4日

平成 12年 4月 1日～平成 16年 12月 28日

高松市高松町奥ノ坊

平成 12年 4月 17日 ～ 7月 25日

平成 13年 4月 1日 ～平成 16年 12月 28日

3.発掘調査から整理作業及び報告書編集まで高松市教育委員会文化部文化振興課文化財専門員大嶋和則が担
当した。

4.発掘調査から整理作業,報告書執筆を実施するにあたって,下記の関係諸機関ならびに方々からご教示を
得た。記して厚く謝意を表すものである。 (五十音順,敬称略)
香川県教育委員会,(財 )香川県埋蔵文化財調査センター,香川大学,古高松土地改良区,
地元自治会,地元水利組合

片桐孝浩,佐藤亜聖,丹羽佑―,松田重治

5。 発掘調査から整理作業,報告書執筆まで下記の方々の協力を得た。記して厚 く謝意を表すものである。
(敬称略)

信吉純恵,大野宏和,川部浩司,増田ゆず (当時,徳島文理大学大学院)
林田真典,水田貴士 (当時,徳島文理大学)

6。 本調査に関連して,以下の業務を業務委託発注により実施した。

航空写真測量   アジア航測 (株 )
遺物写真撮影   西大寺フォト

7.挿図として,国土地理院発行 1/25,000地形図「高4/Ak北部」「高松南部」「五剣山」「志度」を一部改変し
て使用した。

8,本報告の高度値は海抜高を表し,方位は国土座標第Ⅳ系 (日本測地系)の北を示す。

9。 本書で用いる遺構の略号は次の通りである。

SA:柱穴列 SB I掘立柱建物 SD i溝  SH:竪穴住居 SK:土坑 SO:落ち込み
SP:柱穴  NR:十日河道

10.調査は複数年度 。複数調査区・複数遺構面になることが想定されたため,遺構番号は調査区番号,遺構
面番号,遺構番号の順に 5桁の数字で記載した。(例 hば 。第 2遺構面・土坑 109=SK42109)

H.発掘調査で得られたすべての資料は高松市教育委員会で保管している。
(なお,大空遺跡の上器については香川大学の所蔵である。)
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 事業全体の経緯 と経過

高松市では全市的なレベルでまとまった総合的なスポーツレクリエーション活動拠点として高松市東部運動

公園 (仮称)の整備が計画され,そ の基本構想・基本計画が平成 5年度に作成された。運動公園整備予定地となっ

たのは高松市の東端の丘陵地帯で,高松町の奥ノ坊 。大空・金川渕地区で,総事業面積は 47.2haに 及ぶ広大な
ものであった。整備予定地内には香川県の弥生後期を代表する大空遺跡をはじめ,奥ノ坊古墳及びスベリ古墳
の存在が知られており, この他にも未周知の埋蔵文化財が所在する可能性は高いと考えられた。このため工事

に先立ち整備予定地内に所在する埋蔵文化財の取 り扱いについて都市開発部公園緑地課 と協議を行い,事前に

試掘調査を実施 し,埋蔵文化財の包蔵状況を明らかにすることで合意した。
高松市教育委員会では,平成 7年度から用地買収の完了した土地について試掘調査を実施した。平成 7年度
では大空古墳,金川渕古墳,奥ノ坊 2号墳 (その後の本調査で 3・ 4号墳も発見)を発見した。これを受け,再
度都市開発部公園緑地課 と埋蔵文化財の取 り扱いについて協議を行い,工事の事前に記録保存を行うことで合
意した。試掘調査はその後も継続して行い,平成 9年度までに整備予定地内に 203箇所の トレンチを掘削した。
この試掘調査により,周知の埋蔵文化財包蔵地であった大空遺跡,奥ノ坊古墳,スベリ古墳の 3遺跡について
は,既にほとんど消滅しており事前の保護措置の必要がないことが判明した。一方,新たに奥の坊権現前遺跡 ,
奥の方遺跡,奥の方奥池西遺跡,大空北遺跡の 4集落遺跡が発見された。新たに発見された遺跡の総面積は約
30,000m2でぁる。これらの遺跡についても順次都市開発部公園緑地課と協議を行い,工事前に記録保存を行う
ことで合意した。

一方,運動公園整備工事は平成 9年度から洪水調整池の工事を行い,平成 12年度後半から全体の造成工事を

行うことが予定されていた。このため洪水調整池部分の発掘調査を早期に着手し,平成 12年度前半までに全調
査を終えることとした。調査対象地は遺跡総面積 30,000m2の うち現道及び現水路を除 く約 26,910m2と した。

その後,工事計画が変更になり,平成 14年度後半から全体造成工事が開始されることになり,発掘調査につい

ても平成 14年度前半まで期間を延長できることとなった。このため,当初は掘削深度が深 く,調査面積も広大
で,調査期間も短いことから,掘削業務を委託発注して調査を実施していたが,平成 11年度より比較的掘削深
度の浅い部分については直営で調査を行つた。

また,平成 15年 1月 には運動公園整備工事に使用する粘土を新田町久米池から採取することとなり,同地に

所在する久米池遺跡について工事立会により調査を実施した。

表 1東部運動公園 (仮称)整備事業に伴う発掘調査経過
番号 離 調査区 調醐 間 ヨ罐証睛 (耐 調査方法 報告書

謝 譴 勧 1995.8,4-1997.10,8 2,997 直営

I (1999,3干 1)① 大空古墳 勧 1996.2,14～1996.2.23 150 直営

② 御 |1渕古墳 勧 1996.2,23ハヤ1996.3.8 300 直営

③ 奥の坊権現前遺跡 I～Ⅲ 1997.2.10～ 1997.3.24 1.560 範
Ⅱ 12004.3干 1)

④ 奥の坊権現前遺跡 Ⅳ～Ⅵ 1997.10.7～ 1998.3.13 5,200 委託

⑤ 奥の坊遺跡 I～Ⅳ 1998.9。 14′～1999.2.19 4,900 疑 紺 J

⑥ 大空北遺跡 鋤 1999.4.16～ 1999.6.4 2,200 直 営 Ⅲ 休 報錮

⑦ 奥の坊遺跡 V 1999.5.28-1999.7.13 700 直営 ラホミヨ
ニ
U

③ 奥の坊遺跡 Tヽ・ Ml 1999.11.10´～2000.3.3 2,300 範 RT‐
ll

⑨ 奥の坊奥池西遺跡 勧 2000.4.17ハ V2000,7.25 3,600 直営 Ⅲ 9酪襴
⑩ 奥の坊遺跡 Ⅷ 2000.10.2-2000.12.28 300 直営 ラホく司ill

① 奥の坊遺跡 Ⅸ 2000.10.5-2001.1,12 1,180 範 ラホくヨill

⑫ 奥ノ坊古墳群 (測∋ 勧 2001.6.5～ 2001.6.27 直営 ラホミ伺二ll

⑬ 奥の坊遺跡 X 2001.8.27ハヤ2002.1.18 1,320 純 ラホミヨ
ニ
ll

⑭ 奥ノ坊古墳群 勧 2001,9。4-2001.11.28 1,020 直営 ラホく伺二U

⑮ 奥の坊遺跡 XI 2002.4.2ハV2002.7.5 1,180 直営 ラホミ司二J

外 側 勧 2003,1.8～ 2003.1.21 200 立会 ラホミ司三J

-1-
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第1図 高松市東部運動公園 (仮称)整備事業発掘調査地

第 2節 大空北遺跡及び奥の坊奥池西遺跡の発掘調査の経緯 と経過

運動公園予定地内では,平成 7年度から用地買収の進捗状況に応じて試掘調査を実施 してきた。このうち,
大空北遺跡 と奥の坊奥池西遺跡については平成 8年度の試掘調査によってその所在が明らかになったものであ

る。一方,試掘調査 と並行して早急に工事を着工する洪水調整池予定地から本調査を実施 していったところ,
平成 10年度末で決水調整池予定地のうち未買収地を除くほぼ全域の調査が完了した。平成 11年度以降の調査

地について事業者である高松市公園緑地課 との協議の結果,洪水調整池予定地周辺部にも工事が及ぶ可能性が
あることから,洪水調整池に近い部分から順次本調査を実施 していくことで合意した。なお,洪水調整池を掘
削した土をそのまま盛土として利用する場所 として大空北遺跡部分も含まれていたことから,平成 11年度早期
に発掘調査を実施することとした。やや調整池からはずれた奥の坊奥池西遺跡については平成 12年度に発掘調

査を実施することとした。一方,高松市教育委員会では平成 11年度から調査費用の軽減のため,従来の掘削業
務の委託発注の見直 しを行い,大空北遺跡 と奥の方奥池西遺跡については,市の直営調査 として実施すること
とした。

大空北遺跡は平成 11年 4月 16日から6月 4日 に調査を実施 した。調査面積は 2,200m2で ぁる。遺跡の中

央を東西に県道が横切っていることから,県道の南側を I区 ,北側をH区 とした。
奥の坊奥池西遺跡は平成 12年 4月 17日から7月 25日 に調査を実施 した。調査面積は 3,600m2でぁる。遺

跡の現況は棚田となっており,特に遺跡の中央で,lmの段差があり, この段差部分の西側を I区,東側をH区
とした。当初はこの段差部分で調査区を区切っていたが,遺構面まで掘 り下げるとほぼ平坦面 となったことから,

土層図を作成 した後調査区間の区切 りをなくした。なお,調査期間中の平成 12年 7月 11日 には高松市立協和
中学校 2年生 12名が職場体験学習として調査に参加した。

-2-



奥の坊奥池西遺跡

大空北遺跡

o                              50m

第2図 大空北遺跡・奥の坊奥池西遺跡調査区割図

第 3節 整理作業の経過

東部運動公園整備事業に伴う発掘調査は平成 14年度まで行われた。このため,各調査年度の翌年度に上器洗

浄や接合等の基礎整理を行うのみで,本格的な整理作業は全調査終了後の平成 14年度後半から実施した。

大空北遺跡及び奥の坊奥池西遺跡の整理作業は,平成 12・ 13年度において基礎整理を実施し,本格的な整理

作業は平成 16年 二月から 12月 において実施した。以下に工程表を掲載した。

表 2大空北遺跡整理作業工程表

平成 12年度
珀戎15破 平成 16年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

攀

実 測

トレース

レイアウト

報告書執籠

平成 13年度
爾戎15年度 平成 16年度

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 ■ 月 12月

靱

実 測

トレース

レイアウト

報告書執筆

表 3奥の坊奥池西遺跡整理作業工程表
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第 2章 地理的・歴史的環境

第 1節 地理的環境

高松市は香川県のほぼ中央,瀬戸内海に面している。高松市域の大部分は高松平野によって占められている。
東を立石山,雲附山等に,南を日山,上佐山,西を五色台山塊に遮 られ,北に瀬戸内海を望み位置しており,
南北約 20 km,東西約 16 kmを測る。平野の境界を画する低位山塊及び屋島,紫雲山等の独立山塊は,侵食
の容易な花南岩層 (三豊層群)ん 風ゞ化侵食に抵抗の強い安山岩層に覆われていたことによって侵食解析から取

り残されて形成されたメサまたはビュートと呼ばれるもので,讃岐ののどかな田園風景の象徴の一つである。
高松平野は四国中央部に東西に連なる讃岐山脈に端を発する中小河川により形成された沖債地である。高松

平野には,西から本津川,香東川,春日川,新川といった河川が瀬戸内海に向けて北流している。本調査区の
位置する古高松 (高松町・新田町 。春日町)は , この中の春日川,新川にはど近い地域である。春日・新川の両
河川は水量に乏しく,平野中央部を流れる香東川のように大規模な扇状地は見られない。また,古高松の北部は,
江戸時代初期の干拓により陸地化されたものであり,寛永 10(1633)年 の『讃岐国絵図』によると,そ の頃の
海岸線はかなり内陸に入り込んでおり,屋島は島として描かれている。北を屋島に面した海岸 (旧地形による),
東を立石山山塊,南を久米山丘陵,西を春日川によって限られた高松平野北東部の一角は,古代。中世を通じて「高

松」 (讃岐国山田郡高松郷)と 呼ばれたが,天正 16(1588)年の生駒親正による高松城築造以後は,城下高松
に対して「古高松」と呼称されてきた。江戸時代以前の古高松の地形が推定可能な史料として香西成資が古老

の話を元に享保 4(1719)年に成立させた『南海通記』がある。その中に天正 10(1582)年頃の地形として「・…
春日ノ里二至ル,此所ハ屋島山,石清尾山両受ノ間,入海ニテ山田郡小山ノ下マデ潮サシ来ル,遠千潟ナ春日
里 卜木太郷ノ間,海ノ中道アツテ通用ス。…」と記載している。ここでいう小山とは,現在の高松市新田町小
山にあたると考えられ, この小山近辺まで海岸線あるいは河日が湾状に入り込んでいたと想定できる。

今回,東部運動公園 (仮称)整備事業に伴 う埋蔵文化財発掘調査事業 として発掘調査が行われた「奥ノ坊」
は高松町の北東端にあたり,地形的には高松市と牟礼町にまたがる標高 100～ 200mの山塊の,西側低丘陵地
の尾根及び谷部に位置する地域である。現在はかなり内陸的な様相を示すが,上記の推定海岸線から考えると
海岸から 1～ 1.5kmと 非常に近かったと推測される。

第 2節 歴史的環境

高松平野では,昭和 60年代以降,高松東道路建設,大田第 2土地区画整理事業,空港跡地再開発などの大規
模プロジェクトに伴い発掘調査件数が増大したことによって遺跡数は飛躍的に増大した。また新たな遺跡の発

見 と併せて,香東川の旧河道が平野の形成に大きな影響を及ぼしていた事実も次第に明らかになってきた。今
回の調査地区は高松平野の東部にあたり,平野北西部に位置する石清尾山塊 と共に遺跡の多い地帯 として早 く
から認識されてきた地域で,近年も数多くの遺跡が調査されている。
調査地区周辺の遺跡の大部分は弥生時代から古墳時代にかけてのものであるが,旧石器時代,縄文時代の遺物 ,

遺構も若干知られている。旧石器時代については,本格的な遺構は知られていないが,久氷池南遺跡 (東山崎
町)においてナイフ型石器が出土している。縄文時代については,小山 。南谷遺跡において落 とし穴状の土坑
が 14基検出されているほか,旧河道中から縄文土器が出土している。本報告書の奥の坊奥池西遺跡においても
落 とし穴 と考えられる遺構が検出されており,小山・南谷遺跡 との関連が注目される。また平野部の発掘調査
において縄文晩期を中心 とした遺跡出土例の増加が特筆でき,林 。坊城遺跡,浴 。長池遺跡,浴・長池 H遺跡 ,
井手東 I遺跡,井手東Ⅱ遺跡,居石遺跡,上天神遺跡,東中筋遺跡,宗高・坊城遺跡などをあげることができる。
これらの多くは旧河道の堆積から遺物の出土が確認されたものであるが,井手東 I遺跡では遺物の確認はなかっ
たものの,地表面下約 70cmか らアカホヤの堆積層が確認されており,縄文早期の高松平野の形成過程をうか
がうことができる。

弥生時代前期の遺跡としては,平野中央部では二重の環濠が検出された汲仏遺跡等が知られているが,平野東
部では現在のところ発見されていない。中期前半では今回の調査事業で発見された奥の坊遺跡が見られる。南

向きの緩斜面に営まれた集落で,多量の土器 。石器に伴い分銅形土製品等も出土している。また,牟礼町羽間
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では細形銅剣が出上している。中期後半では久米山東側丘陵上に立地する高地性集落の久米池南遺跡がある。

後期前半では,大空遺跡,スベリ山南遺跡,南谷遺跡,小山。南谷遺跡がある。この中の,大空遺跡は香川県
の弥生時代後期前半の標式土器が出上したことで知られる遺跡である。後期後半では牟礼町の原中村遺跡があ

げられる。

古墳時代になると,周辺では集落遺跡は発見されていない。平野中央部では空港跡地遺跡,上天神遺跡など
で前期初頭まで集落が存在していたことが確認されている。また,太田下・須川遺跡では古墳時代中期の遺構
を検出している。古墳としては,高松平野では積石塚として有名な石清尾山古墳群があるが,平野東部では盛
土古墳しか見られない。高松市茶臼山古墳は全長 60mの前方後円墳で,後円部には竪穴式石室が 2箇所設けら
れており,第 1主体からは鍬形石 2点,画文帯神獣鏡 1点などが出土している。また高松市茶臼山古墳に続く,
前期から中期にかけての茶臼山古墳群,後期の小山古墳,久本古墳,山下古墳,瀧本神社古墳,岡山小古墳群,
平尾古墳群といった古墳が引き続いて築かれていく。後期の久本古墳は讃岐唯―の石棚を設けた横穴式石室を

有するもので,出土品として承盤付銅椀,石棚直下に置かれた亀甲型陶棺等がある。
古代の遺跡では,『日本書紀』にも記載されている古代山城屋嶋城の存在が知られている。近年の調査で城門

遺構や石垣が検出されている。また新田本村遺跡と小山。南谷遺跡では高松平野の条里地割に先行し,方向の

異なる条里地割が発見されている。古代寺院としては山下廃寺がある。古式の瓦を出上していることが知られ

ているが,発掘調査は行われていないので詳細は不明である。また屋島北嶺の千間堂において 10～ 11世紀と

考えられる礎石建物及び集積遺構が検出されており,屋島寺の前身遺構と考えられている。
中世に入ると高松平野でも武士の台頭が目立つ。特に中央政権との関わりも多く,数多くの戦いが行われて
いる。まず,源氏と平氏が屋島に戦い,那須与―や佐藤継信の戦い振りが『平家物語』によって今日まで伝え
られている。南北朝期には讃岐の守護となった高松 (舟木)頼重が喜岡城を築城するが,北朝方の細川定禅の

攻撃により落城した。その後喜岡城は秀吉の四国征伐時にも落城している。中世の遺跡としては,中世末～近
世初頭にかけての溝で区画された屋敷が検出された川南・西遺跡があげられる。

近世の遺跡としては,近年高松城周辺で数多くの調査が実施されており,武家屋敷等が検出されている。平
野東部では,東山崎・水田遺跡や川南・東遺跡等の農村が見られる。
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1 奥の坊権現前遺跡

6 奥ノ坊 2～ 4号墳
11 大空南遺跡

16 長尾 2号墳

21 小山古墳

26 岡山小古墳群

2 奥の坊遺跡
7 金JII渕古墳
12 屋嶋城跡

17 長尾 3号墳
22 山下古墳
27 漆谷古墳群

第 3図 周辺遺跡分布図 (S=1/25,000)

3 大空北遺跡
8 大空古墳
13 喜岡城 (高松城)跡

18 南谷遺跡

23 山下廃寺

28 久米池遺跡
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5 奥ノ坊 1号墳 (消滅)
10 大空遺跡 (消滅)
15 長尾 1号墳

20 新日本村遺跡

25 岡山古墳群

4 奥ノ坊奥池西遺跡
9 スベリ古墳 (消滅 )
14 羽間遺跡

19 1ヽ山・南谷遺跡

24 久本古墳
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第 3章 大空北遺跡の調査成果

第 1節 I区の調査

(1)概要と基本層序

I区は調査地の南半にあたり,調査前の状況は 1枚の水田となっていた。なお,現状では調査地の南側につい

ても平坦面が続 くが,昭和 50年代の花聞土採取によってできたものであり,本来は北西方向に延びる尾根が所

在 したことが地図からうかがえる。 I区の本来の地形は,丘陵部の中腹に位置し,北向きの緩斜面であうたこ

とがうかがえる。また,現地表面は44.Omと ほぼ水平であるが,地山面は南東部で 43.8m,北西部で 43.Om

を測 り,南東から北西方向に傾斜した地形であつたことがうかがえる。南東部は削平のため 1面のみしか遺構

面を確認していないが,北西部については 2面の遺構面を確認できた。

調査区南壁と北壁において断面を作成 した。まず,南壁の基本層序は,28層 に分層できた。第 1層 は花蘭土

の客土で,花蘭土採取時に盛土されたものと考えられる。第 2～ 16層についても細か く分層したが,比較的新

しい時期の客土である。17・ 18層 は花蘭土採取前の耕作上である。第 28層の灰黄色粘質シルト層は遺物を合

まないことから地山である。耕作土と地山の間の第 19～ 27層 はすべて遺構埋上である。このため,耕作土直

下地山であり,南壁で確認できた遺構面は 1面だけである。なお,断面で確認できた遺構のうち第 24層の黒色

砂混粘質土層は SD12017埋上であり,弥生時代の遺構であるが,その他の遺構については灰白～褐灰色の埋土

であり,同色の埋土の遺構出土遺物から概ね近世以降の遺構 と考えられる。

次に,調査区北壁の基本層序であるが,8層 に分層できた③第 1層は現耕作土で,ほぼ水平な雄積である。第

2層は客上である。西側ほど厚 く堆積していることがうかがえる。第 3・ 4層は旧耕作土 と床上である。調査区

の西側部分のみに認められる層序で,第 2層の客土によって複数枚の水田を 1枚にしたことがうかがえる。第

5層の暗灰黄色砂混粘質土層,第 6層の黒褐色砂混粘質土層,第 7層のItB灰色砂混粘質土層はいずれも西側ほ

ど厚い堆積となっている。これらの層序からはほとんど遺物が出土しておらず,具体的な堆積年代は不明である。

なお,北壁断面では遺構が見られなかったが,第 6層上面において灰白～褐灰色の埋上の遺構を検出しており,

第 1遺構面とした。概ね近世以降の遺構面と考えられる。第 7層以下は南壁第 28層 と同じ灰黄色粘質シルト層

が見られ,遺物を合まないことから地山である。この地山面において第 8層の黒ttB色砂混粘質土層が掘削され

ていることから,南壁第 28層上面を第 2遺構面とした。第 8層の黒褐色砂混粘質上層は SD 12017埋土である

ことから,第 2遺構面については槻ね弥生時代の遺構面と考えられる。遺構面直上においては第 5図 Slのサヌ

カイト製の削器が出上した。

なお,調査区の東部から南部にかけては調査時に第 1遺構面において第 2遺構面の遺構も検出していたが,

調査時には各遺構の時期が不明であつたため,すべて第 1遺構面に帰属する遺構 として調査を行つた。本報告

書においても,本来第 2遺構面の遺構であるが,第 1遺構面の遺構 として取り扱つている。

(2)弥生時代の遺構

SH12001(第 9図 )

第 2遺構面の北西部で検出した小濤群から竪穴住居が数等復元できる。SH12001は L字に曲がる2本の濤か

ら4.5m× 2.8m以上の小型方形の平面形態が復元できる。溝埋土は黒色砂混粘質上である。推定復元の住居

内には柱穴等を多数検出しているが,南部に片寄っており,柱の位置を特定できない。遺物は出土しておらず,

時期は不明である。

SH 12002(第 10図 )

SH12002は L字に曲がる溝と直線の溝から4.35× 3.Om以上の小型方形の平面形態が復元できる。溝埋土は

黒色砂混粘質上である。推定復元の住居内においては柱穴等の遺構はまったく検出していない。遺物は出土し

ておらず,時期は不明である。なお,復元した住居は SH12001と 切 り合い関係を持つと考えられるが,溝での

切 り合いは無 く,いずれが先行するかは不明である。
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SH12003(第 H図 )
SH12003は 断続的な溝から直径 5。7m程度の六角形または不整円形の平面形態が復元できる。溝埋土は褐灰
色砂混粘質上である。推定復元の住居内には柱穴等を多数検出しているが,東辺に片寄つており,柱の位置を
特定できない。遺物は出上しておらず,時期は不明である。なお,復元した住居は SH12001及び SH12002と

切 り合い関係を持つ。SH12001の清を切っていることからSH12001が 先行すると考えられるが,SH12002
とはどちらが先行するかは不明である。

SH 12004(第 12図 )

SH12004は 緩やかにカーブする溝から直径 5,lm以上の円形または隅丸方形の平面形態が復元できる。溝

埋土は褐灰色砂混粘質上である。推定復元の住居内には柱穴等を多数検出しているが,東辺に片寄っており,
柱の位置を特定できない。遺物は出上しておらず,時期は不明である。なお,復元した住居は SH12001及 び
SH12003と 切 り合い関係を持つ。SH12003の 溝を切っていることからSH12003が先行すると考えられる。

なお,SD 12017を 切っていることから弥生中期以降の遺構 と考えられる。
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SH12005(第 13図 )
SH12005は緩やかにカーブする2本の溝から直径 7,Om以上の円形の平面形態が復元できる。溝埋土は黒

褐色砂混粘質上である。推定復元の住居内には柱穴等を多数検出しているが,規則性は認められず,柱の位置

を特定できない。しかしながら,復元した住居の南部において土坑を 1基検出した。土坑は楕円形を呈し,長

径 1.lm,短径 55cm,深さ 15cmを 測る。断面形態は浅い逆台形を呈し,埋土は炭・焼土を含む褐灰色砂混粘

質土層であることから,炉跡の可能性が高いと考えられる。遺物は出土しておらず,時期は不明である。なお,

復元した住居は SH12001及 び SH12003と 切 り合い関係を持つが,溝での切 り合いは無 く,いずれが先行する

かは不明である。

SH 12006(第 14図 )

SH 12006は L字に曲がる溝から 1辺 3.5m以 上の小型方形の平面形態が復元できる。溝埋土は黒褐色砂混粘

質土である。推定復元の住居内においては柱穴を多数検出しており,その中で東西 2間 (2.4m)× 南北 2間 (2.7m)

で柱穴が並ぶ。建物の主軸はほぼ南北方向である。遺物は出土しておらず,時期は不明であるが,推定復元の

柱穴が SD12017を切っていることから,弥生中期以降の遺構である。
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SHl1001(第 15図 )

調査区の北東部は,第 卜第 2遺構面を同一面で検出したため,調査時には第 1遺構面で検出した遺構としたが,

近世以降の遺構が概ね灰白色であることから,弥生時代の遺構と考えた。SHH001は緩やかにカーブする濤か

ら円形の平面形態が復元できる。溝埋土は黒褐色砂混粘質上である。推定復元の住居内には柱穴等を多数検出

しており,それらが円形に巡る可能性が考えられる。また,復元した住居の東部において土坑を 1基検出した。

土坑は楕円形を呈し,長径 2.3m,短径 1.lm,深 さ 10cmを測る。断面形態は浅いレンズ状の堆積である。や

や規模が大きいものの,埋上が炭 。焼上を含む褐灰色砂混粘質土層であることから,炉跡の可能性が高いと考

えられる。柱穴列と現存する溝部分から推定して直径 7m程度に復元できる。遺物は出土しておらず,時期は

不明である。
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SD12017(第 16図 )

調査区の西部を南西から北東に流れる溝で,幅 1.95m,

深さ 20cmを 測る。埋土は黒色砂混粘質土層の単層で,

断面形状は浅い逆台形を呈する。

出土遺物は第 16図 に掲載 した。1は弥生土器の甕口

縁部である。 くの字の甕で,日縁部を拡張させていない

ことから,凹線施文以前のものと考えられ,弥生中期前
葉末～中期中葉前半頃のものと考えられる。2は弥生土

器の底部で,詳細な時期は不明である。出土遺物から概
ね弥生中期中葉までには埋没した遺構 と考えられる。

SK12001(第 17図 )

調査区の西部で検出した土坑である。平面形態は円形

を呈 し,直径 1.2m,深 さ 30cmを測る。断面形態は北
側が緩やかに落ち込むのに対し,南側が 2段落ちとなっ
ている。埋土は3層 に分層できる。第 1・ 2層 は褐灰色

砂混粘質土層で,第 3層は黒色粘土層である。
遺物は第 3層から出土しており,第 17図に掲載した。
3は弥生土器の無頸壺である。外面タテハケ,内面タテ
ヘラミガキにより器壁を整え,外面に櫛描直線文と波状
文が施されている。S2はサヌカイトの剥片で,背部を調
整し,削器として使用している。S3も サヌカイトの剥片
である。出土遺物から弥生中期前葉の遺構 と考えられる。

0        1m

10YR 2/1 黒 砂混粘質土

で1

0              10Cm

第 16図  SD12017断 面図及び出土遺物実測図

0              10cm

L=43.400m

1 10YR 5/呵
2 10YR 4/1

0            1m     3 2.5Y  2/1
1   1   1

第 17図 SK1 2001平・断面図及び出土遺物実測図

(3)近世以降の遺構

SKl1001(第 18図 )

調査区西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 1.38m,短径 1.26m,深さ30cmを 測る。
断面形態は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質土層の単層である。
出土遺物は 18図 4の瓦質土器羽釜のみで,外面指頭圧,内面ヨヨハケが見られる。出土遺物から江戸時代の

遺構 と考えられる。

〈 罐 曇 勃 S2

褐灰 砂混粘質土
褐灰 砂混粘質±   0        5cm
黒  粘土       

―
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鋤溝群 (第 7図 )

調査区の南東部で検出した濤群である。調査区の南部に認

められる北東―南西方向の溝群が原地形に近 く,調査区東部
に所在する南北方向の溝群に切られていることから,新旧の
2時期に大別できる。溝からは陶磁器の小片が出上しており,

江戸時代以降の遺構 と考えられる。

第 2節 II区の調査

(1)概要と基本層序

H区は調査地の北半にあたり,調査前の状況は 1枚の水田

となっていた。調査地の北側は急斜面 となっており,斜面裾
は奥の池から流れる谷が見られる。このため, H区の原地形

は I区から続 く丘陵部中腹の北向き緩斜面の末端部であった

ことがうかがえる。また,現地表面は 43.6mと ほぼ水平で

あるが,地山面は南東部で 43.2m,北西部で 42.3mを決Iり ,

南東から北西方向に傾斜した地形であつたことがうかがえ

る。

調査区南壁において断面を作成 した。基本層序は,33層
に分層できた。第 1層 は耕作土である。第 2～ 15層 につ

いては細かく分層したが,比較的新 しい時期の客上である。
16・ 17層 は客上造成前の耕作土,18層 は床上である。19層

以下 28層 まではほぼ水平堆積 となっており,若千の遺物を

合んでいる。33層 は浅黄色粘質シル ト層で,遺物を含まな
いことから地山とした。遺構面は地山直上の 1面のみである。

出土遺物から弥生時代から近世の遺構面 と考えられる。

L〓43.400m

0        1m

l 10YR 4/4 褐灰 砂混粘質土

(2)遺構

SB21001(第 21図 )

第 18図 SKl1 001平・断面図及び出土遺物実測図

調査区中央部で検出した掘立柱建物である。東西 2間 (1.85m)× 南北 1間 (1.5m)で ,末面積 2.64m2でぁる。

建物の主軸はほぼ東西方向である。柱穴の埋土は暗灰黄色粗砂である。出土遺物は無く,遺構の詳細な時期は
不明であるが, H区の近世遺構の埋上が槻ね灰色の砂層であることと,後述するSD21001と ほぼ同じ方位であ
ることから,江戸時代の遺構の可能性が高い。

SD21001(第 22図 )

調査区の北東部を東西に流れる溝である。検出長 20m,幅 1.lm,深 さ 10cmを測る。埋土は灰色シルト質
極細砂の単層で,断面形態は逆台形を呈する。
出土遺物は第 22図 5の内面に圏線 2条を染付した肥前系磁器碗 1点のみで,概ね江戸時代の遺構 と考えら
ヤ化る。

SD21002(第 23図 )

調査区の北西部を東西に流れる溝である。検出長 15m,幅 95cm,深さ 10cmを預Iる。埋土は灰色シルト質
極細砂の単層で,断面形態は半円形を呈する。

出土遺物は第 23図 S4の磨石がある。上面は平坦面で,使用痕が認められる。概ね弥生時代の遺物 と考えら
れるが,SD21001と ほぼ同方位であり,また同埋土であることから,弥生時代の溝 とは考えがたく,江戸時代
の遺構の可能性が高い。

距垂 1
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SD21003(第 24図 )

調査区中央部で検出し

た溝である。検出長 8m,

幅 30cm, 深さ 12cmを

浪Iる。埋上は黒色砂混粘

質上の単層で,断面形態
は逆台形を呈する。出土

遺物は無 く,詳細な時期
は不明であるが,遺構埋
土は I区検出の弥生時代

の遺構のものに近似して

おり,弥生時代の遺構の

可能性が考えられる。

SD21004(第 24図 )

調査区中央部で検出

した溝である。検出長

10m, 幅 70cm, 深 さ

10cmを測る。埋土は暗

灰黄色砂混粘質上の単層

で,断面形態は逆台形を
呈する。出土遺物は無 く,

詳細な時期は不明である

が,隣接する奥の坊奥池
西遺跡で検出された中世

の溝 SD21001と ほぼ同

方位であることから,中
世の遺構の可能性が考え

られる。
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第 21図 SB21001平・断面図
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第 23図  SD21002断 面図及び出土遺物実測図
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第 22図 SD21001断面図及び出土遺物実測図
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SD21003  L=42.700m

五
饉羅嬢
耐 罠

第 24図  I区検出溝断面図

SD21005(第 24図 )

調査区中央部で検出した溝で,SD21004と 並行し,西端
で切 り合いを持つ。検出長 10m,幅 80cm,深 さ 15cmを

測る。埋土は黒色砂混粘質上の単層で,断面形態は逆台形
を呈する。出土遺物は無 く,詳細な時期は不明であるが,
近世の掘立柱建物 SB21001に 切 られていることと,中世

の清 と考えられるSD21004と 並行 していることから,概
ね中世の遺構の可能性が考えられる。

SD21006(第 24図 )

調査区南東部で検出 した溝である。検出長 3.4m,幅

80cm,深 さ 18cmを測る。埋土は黒色砂混粘質上の単層
で,断面形態は半円形を呈する。溝の方位は北東―南西方
向で, H区検出の他の溝 とは方位が異なる。埋土は I区検

出の SD12017と ほぼ同じであり,ま た弥生土器の小片が

出土したことから,弥生時代の遺構と考えられる。

SK21001(第 25図 )

調査区西端で検出した土坑である。平面形態はやや不整

な長方形を呈し,長辺 2.3m,短辺 1.6mを測る。遺構は検

出面から約 25cmの深さで平坦面をもち, この面から直径
1.25m,深 さ40cmの円形の掘 り込みが認められた。埋土

は 4層に分層できた。第 1層は黄灰色粘質シル トで,検出
面から平坦面まで堆積している。第 2層の灰オリーブ色シ

ル ト質粘土,第 3層は黄灰色細砂,第 4層 は黄灰色砂混粘
上で, この 3層が円形の掘 り込み部分にあたる。遺構の用

途は不明であるが,調査区西隣は小規模な墓地 となってい

ることから,SK21001に ついても墓の可能性が考えられる。

陶磁器の小片が出土していることから近世以降の遺構 と考

えられる。

SK21002(第 26図 )

調査区東端で検出した土坑である。東側は斜面によって

遺構が削られており,規模・形態は不明であるが,直径 1.3m

以上の円形の土坑 と考えられる。深さ 5cmを測 り,埋土
は褐灰色細砂～粗砂の単層である。底面には円形に漆喰が

認められ,容器の固定もしくは漆喰自体が容器になるよう
な状態で検出した。出土遺物は無 く,時期は不明であるが,
漆喰等の存在から近世以降の遺構と考えられる。

1

0        1m

4/4 黄灰    粘質ンルト
6/2 灰オリーブ シルト質粘土
5/4 黄灰    細砂
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第 25図 SK21 001平・断面図
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第 3節 ま とめ

大空北遺跡においては 2面の遺構面を確認し,多数の遺構を検出したが,遺物に関しては全体でビニール袋
1袋分 しか出土しておらず,各遺構の時期決定において困難を極めた。わずかな出土遺物 と切 り合い関係,ま
た遺構埋土によって概ね弥生時代中期 (5時期に細分可能),中世,近世以降の4時期に大別した。なお,試掘

調査では包合層中から縄文土器片が 1点出土したが,縄文時代の遺構 。遺物は検出されていない。以下に主要
遺構の変遷を掲載し,ま とめに代えたい。

第 1期 弥生時代中期 (第 27図 )
SK12001と SD 12017は弥生時代中期の遺物が含まれており,時期が特定できる数少ない遺構である。この

他の同時期の遺構 としては,SD 12017と 直交するような方位で検出した SD21006が SD 12017と ほぼ同じ埋

上であることから同時期の遺構の可能性が考えられる。

また,小溝から復元 した SH12001～ SH12006,SHH 001の 竪穴住居 7棟が該当すると考えられる。い

ずれの竪穴住居からも出土遺物は無 く,時期は不明であるが,SH12004の壁溝及び SH12006の 主柱穴が
SD 12017を 切っていることから,弥生中期以降のものと判断したが,具体的な時期は不明である。一方,竪穴

住居には復元し得なかったが,小溝のうち 1条は SD 12017に切られていることから,SD 12017の 掘削前から

竪穴住居が存在した可能性も考えられる。包合層や他の遺構出土遺物からもこれらについては弥生中期以降の

遺物は近世のものしか見られないことから, これらの竪穴住居についてもSD12017廃絶後ではあるが,弥生時

代中期に該当する可能性が高いと考えた。

竪穴住居の前後関係は,壁溝の切 り合いからSH12001→ SH12003→ SH12004の 変遷が判明した。なお,
これらの堅穴住居のいずれにも切 り合いを持ち近接して同時期のものと考えられない SH12002・ SH12005が

ある。これらの前後関係は不明であるが,先の 3時期の変遷に加え,さ らに 2時期の変遷が想定できる。なお,

単独で検出した SH12006及 びSH H001についてもいずれの竪穴住居と同一時期のものであるかは不明である。

このため,最低でも5時期の変遷があつたことがうかがえる。なお,SD12017を 切っているSH12004は ,判
明している竪穴住居の変遷では最終段階に位置づけられることから,5時期のうち最終段階以前のいずれかに
SD12017が該当するものと考えられる。

第 3期 中世 (第 28図 )

弥生時代中期や近世の溝 とは明らかに方位が異なる溝 SD21004。 SD21005を検出した。近世の掘立柱建物

と考えられる SB21001に切 られていることから,近世以前の遺構 と考えられる。遺物は出上しておらず,詳
細な時期は不明であるが,隣接する奥の坊奥池西遺跡において検出した SD21001と ほぼ同一の方位であり,
SD21005については埋土も同じであることから,同時期の遺構 と考えられる。奥の坊奥池西遺跡 SD21001に

ついては第 4章で述べるが,延長部分の溝 SD21017か ら瓦器塊等が出上しており,13世紀頃の溝 と考えられ
ており,SD21004・ SD21005に ついても中世前半ころの遺構の可能サ陛がある。

第 4期 近世以降 (第 29図 )

近世の遺構 としては, I区南東部において鋤溝群が認められ,耕作地 となっていたことがうかがえる。 II区

では肥前系磁器碗が出上した SD21001が あり,ほぼ現在の道路と同方向の濤となっている。これと同方位を示

す溝 として SD21002も 見られる。また,掘立柱建物 SB21001についても中世の溝を切っており,同時期の可

能性が考えられる。
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第 27図 弥生中期の主要遺構
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第 28図 中世の主要遺構
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第 29図 近世の主要遺構
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奥の坊奥池西遺跡





第 4章 奥の坊奥 西遺跡の調査成果

第 1節 調査成果

(1)概要と基本層序

調査地は北西方向に延びる尾根先端部に位置し,調査前の状況は4枚の棚田となっていた。調査対象地の西

半が 1枚の水田となっており,東半の 3枚の水田との比高差が lm程度あり,かつ畦畔上に電柱が所在したこ

とから,こ の畦畔より西側を I区,東側をH区 として調査を実施した。

調査区の南側から北東側にかけては耕作土直下地山となっていたため,断面図は I区西壁及び北壁, H区西

壁の 3面で作成した。 I区西壁では,第 1・ 2層の耕作土,第 3層の床土が見られ,第 4・ 5層の暗渠埋上が見

られ,第 5層までは現代の耕作に伴う土層と考えられる。第 6層以下 15層 まで砂混粘質土の水平堆積が続 くが,

いずれも近世以降の耕作土層と考えられる。第 16層は黄灰色砂混粘質土層で,若千ではあるが遺物を含む包合

層である。第 18層 はにぶい黄橙色粘質シル ト層で,遺物を合まないことから地山とした。なお,18層上面か

ら第 17層の暗灰黄色砂混粘質土層が掘 り込まれており,地山直上が遺構面となっている。同様に, I区北壁に

おいても第 1～ 4層の現代耕作土層の下層には,第 5～ 12層の砂混粘質土層の近世耕作土層,第 12・ 13層の

砂混粘質土層の包合層があり,第 15層の地山のにぶい黄橙色粘質シルト層が見られる。Ⅲ区西壁でも第 1層の

現代耕作土層の下層には,第 2～ 15層の砂混粘質土層の近世耕作土層,第 19層の責灰色砂混粘質土層の包含

層があり,第 21層の地山の淡黄色シル ト～粘土層が見られる。遺構面は地山直上の 1面のみで,近世以降の棚

田により階段状になっているものの,標高は南東部が 49,9m,北西部が 44.8mで,北西に向かって低 くなっ

ている。

包合層出土遺物は第 30図 に掲載した。 1は縄文土器で,外面に縄文が施されている。Slは サヌカイ ト製の

石庖丁である。

輪

Cm                            ♀      I     〒Cm

第 30図 遺構面直上検出遺物実測図

(2)遺構

SH21001(第 35図 )
II区の南西隅で検出した。炭・焼土を合む土坑 SK21002と ,そ の周囲の柱穴群から竪穴住居の可能性が考

えられる。柱間は不均衡なものもあるが,槻ね 2.5m間隔で柱は円形に並んでおり,直径 10m以上の円形の竪

穴住居と推測される。炭・焼土を含む SK21002は炉跡と考えられ,竪穴住居の南部に位置し,長辺 95cm,短

辺 58cm,深さ 10cmを測り,埋土はにぶい褐色砂混粘質上の単層である。竪穴住居内にはその他 SK21003～

SK21009の上坑をはじめ,多数の柱穴が検出されているが,竪穴住居に伴うものかどうかは不明である。出土

遺物は無 く,時期は不明である。

SB21001(第 36図 )

Ⅱ区中央で検出した掘立柱建物である。染間 2間 (4m)×桁行 1間 (2m),床面積 8m2で ,建物方位はN―

43° ―Wである。柱穴はほぼ円形を呈し,直径 35～ 50cm,深 さ5～ 30cmを 測り,埋土は褐灰色砂混粘質土である。

南東側の 2基の柱穴には根石が据えられていた。出土遺物は無いが,近世以降の溝の方位と合致し,柱間も6尺 5

寸であることから,近世以降の建物と考えられる。

「＝

，，・
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第 36図 SB21001平・断面図

SB21002(第 37図 )

H区東端で検出した掘立柱建物である。染間 2間 (Hm)× 桁行 1間 (5.5m),床面積 56.38だで,建物
方位はN-48° ―Eである。柱穴は円形や隅丸方形を呈し,直径 70～ 85cm,深さ 10～ 20cmを 測り,埋土

は褐灰色砂混粘質上である。出土遺物は無いが,近世以降の溝の方位 と合致することから,近世以降の建物 と

考えられる。

SB21003(第 38図 )

II区中央南部で検出した掘立柱建物である。染間 3間 (H.5m)× 桁行 1間 (6m),束面積 66∬で,建物
方位はN-41° ―Eである。柱穴は円形や隅丸方形を呈 し,直径 80cm～ 1.2m,深 さ 10～ 30cmを 測 り,
埋土は砂混粘質土である。

出土遺物は,南端の柱穴である SK21029か ら出土した鉄釘 2本だけで,詳細な磁器は不明であるが,近世以

降の溝の方位と合致することから,近世以降の建物と考えられる。

SB21004(第 39図 )

H区中央南部で検出した掘立柱建物である。南端が調査区外に伸びているが,梁間 3間 (H。5m)×桁行 1
間 (6.8m),床面積 78.2だ と推定でき,建物方位はN-42° ―Eである。柱穴は不整形なものが多 く,直径
70cm～ 1.2m,深 さ 10～ 30cmを測 り,埋土は砂混粘質土である。出土遺物は無いが,近世以降の溝の方位

と合致することから,近世以降の建物 と考えられる。

SDl1001(第 42図 )
I区北西端で検出した溝である。検出長 7.3m,幅 15cm,深 さ 5cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土

は褐灰色粘質シルトである。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降
の濤と考えられる。

SD H002(第 42図 )
I区西部で検出した溝である。検出長 17m,幅 50cm,深さ 15cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は

灰黄褐色砂混粘質上である。遺物は出上しておらず,他の濤とも方位が異なることから,時期は不明である。
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SD H003(第 42図 )
I区西部で検出した濤である。検出長 2m,幅 35cm,深さ 15cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は灰
黄褐色砂混粘質上である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降の

溝と考えられる。

SDl1004(第 42図 )
I区西部で検出した溝である。検出長 4m,幅 35cm,深さ 15cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は灰
責褐色砂混粘質土である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降の

溝 と考えられる。

SDH006(第 40図 )
I区中央から南西部にかけて流れる溝である。調査区南西隅で 2方向に分岐している。検出長 22m,幅 1.7m,

深さ 10cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上である。調査区南西隅でそのまま

南西方向に向かう溝 と,西へ派生する溝の 2方向に分岐している。

遺物は縄文土器の小片が 3点出土しており,第 40図に掲載した。2は深鉢の口縁部で,日縁部外面に 2条の

平行沈線が施されている。3・ 4は縄文土器の体部片で,外面に縄文が施されている。縄文土器しか出上してい

ないが,他の近世以降の溝と同一方位であることから近世以降の溝 と考えられる。

SD H007(第 42図 )
I区南部で検出した溝である。検出長 13m,幅 45cm,深 さ 10cmを 測る。断面形状はU字を呈し,埋土は

灰黄褐色砂混粘質土である。遺物は出上していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降
の溝と考えられる。

SD H008(第 42図 )
I区北東部で検出した溝である。検出長 27.5m,幅 lm,深 さ40cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は
5層に分層できる。1～ 4層 は砂混粘質土層で,最下層の 5層は責褐色細砂層である。遺物は出土していないが,

12世紀の溝と考えられるSD21001と 同方位であることから,同時期の遺構 と考えられる。

SD H005(第 42図 )
1区南西部で検出した溝である。検出長 5m,幅 lm,
土は褐灰色砂混粘質上である。遺物は出上していないが,

降の溝と考えられる。

SD H009(第 42図 )
I区南東部で検出した溝である。検出長 4m,幅 1,15m,
埋土は褐灰色砂混粘質上である。遺物は出土していないが,

以降の溝と考えられる。

SD H010(第 42図 )
I区南東部で検出した溝である。検出長 3m,幅 15cm,
埋土は褐灰色砂混粘質土である。遺物は出上していないが,

以降の溝と考えられる。

深さ5cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋
他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以

深さ3cmを 測る。ほぼ溝底しか検出しておらず,
他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世

深さ3cmを 測る。ほぼ溝底しか検出しておらず,
他の近世以降の溝と同一方位であることから近世

SDH011(第 42図 )
I区東部で検出した溝である。検出長 24m,幅 1.4m,深 さ 10cmを測る。断面形状は浅いU字を呈し,埋土
は褐灰色砂混粘質土である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降
の溝と考えられる。
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SDH012(第 42図 )
I区中央で検出した溝である。検出長 6m,幅 25cm,深さ 10cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は褐
灰色砂混粘質土である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることから近世以降の溝
と考えられる。

SDH013(第 41図 )
I区 とII区の境で検出した溝である。ほぼ現在の地割 と同位置に所在する。検出長 25m,幅 1.4m,深 さ
10cmを測る。西肩が削平のため,ほ とんど残っていないが,断面形状は浅い逆台形を呈するものと推測され,
埋土は褐灰色砂混粘質土である。

出土遺物は第 41図に掲載した。5は京信楽系陶器皿で,内面に圏線 1条が施されている。6は瀬戸美濃系磁
器盃で,内外面に染付が見られる。S2は平基式の石鏃である。瀬戸美濃系磁器が出土していることから,概ね
19世紀頃の遺構と考えられる。

SD21001(第 43図 )
H区南西部で検出した溝で  罠
ある。中央部で削平 を受 け

途切れてはいるが,検出長
36m, 幅 1.5m, 深 さ45cm

を測る。断面形状は逆台形を

呈し,埋土は 2層 に分層でき
る。上層は黒褐色砂混粘質土

層,下層は黒色砂混粘質土層
である。

出土遺物は第 43図 に掲載

した。7は和泉型瓦器婉であ

る。8は 弥生土器の底部で,

混入品である。瓦器婉から 13

世紀頃の遺構と考えられる。

SD21002(第 44図 )
Ⅱ区西部で検出した溝である。検出長 10m,

幅 1.lm,深 さ 10cmを 測る。断面形状は浅
い逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質上で
ある。

出土遺物は第 44図に掲載 した縄文土器片
1点のみである。SDH013に切 られており,
近世以前の遺構 と考えられる。他の中・近世

の溝のいずれとも方位が異なることから時期

は不明である。
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0        1m 0              10cm

1 10YR 4/1 掲灰 砂混粘質土

第 44図 SD21 002断 面図及び出土遺物実測図

SD21003(第 53図 )
Ⅲ区西部で検出した溝である。検出長 3m,幅 25cm,深さ 10cmを測る。断面形状はU字を呈し,埋土は褐
灰色砂混粘質土である。SD21002に直交する溝であるが,出土遺物は無 く,時期は不明である。

SD21004(第 53図 )
H区西部で検出した溝である。検出長 5,4m,幅 95cm,深 さ 10cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,
埋土は褐灰色砂混粘質上である。SD21002と ほぼ同方位の溝で,SDH013に 切られており,近世以前の遺構
と考えられるが,出土遺物は無 く,時期は不明である。
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SD21005(第 53図 )
H区西部で検出した溝である。検出長 1.8m,幅 20cm,深さ
5cmを 測る。断面形状はU字を呈し,埋土は褐灰色砂混粘質
上である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝と同一

方位であることから近世以降の溝と考えられる。

SD21006(第 45図 )
Ⅱ区西部で検出した溝である。検出長 12.4m,幅 1.2m,深

さ 15cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は褐灰色

砂混粘質土である。

出土遺物は第 45図 に掲載したサヌカイ ト製の削器 l点のみ

である。他の近世以降の濤と同一方位であることから近世以降

の溝 と考えられる。

SD21007(第 53図 )
II区北西部で検出した溝である。検出長 4.4m,幅 30cm,深

さ 5cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は褐灰色砂混
粘質土である。遺物は出上していないが,他の近世以降の溝と

同一方位であることから近世以降の溝と考えられる。

W

0               1m

l 10YR 6/4 褐灰 砂混粘質土

@
|

o              5cm

第 45図 SD21006断 面図及び出上遺物実測図

SD21008(第 46～ 48図 )
Ⅱ区の南部で検出した東西方向の溝である。南肩は検出できておらず,幅は不明であるが,検出長 66m,深
さ lmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土は東側断面で 10層 ,西側断面で 7層に細分できるが,上層の砂層 ,
中層の粘質シルト～砂混粘土層,下層の砂層の 3層 に大別できる。

出土遺物は第 47・ 48図に掲載した。10は弥生土器の製塩土器で,外面はタテヘラケズリである。Hは須恵
器の底部である。12・ 13は土師器の不である。 14・ 15は土師質土器の甕である。16は土師質土器の播鉢で,

内外面に指頭圧が見られる。 17・ 18は土師質土器の鉢である。19～ 23は土師質土器の焙烙である。24は肥

前系磁器の碗で外面は二重網目が施されている。25は肥前系の陶胎染付碗である。26は肥前系磁器の瓶で,外
面青磁釉,内面無釉である。27は京信楽系陶器の灯明皿である。28は肥前系陶器の碗である。29は大谷焼陶

器の甕で,底面は無釉である。30は肥前系陶器の鉢で内面は刷毛目が施される。31は明石焼の情鉢で,日縁部
に溶着痕が認められる。32は備前焼の情鉢で,外面に重ね焼痕が認められる。33～ 36は堺または明石焼の信
鉢である。37は土師質の平瓦で,凹面指頭圧,凸面板ナデが見られ,凸面には波状文が 2条施されている。なお,

瓦の角には釘穴が見られる。弥生時代や中世の遺物も若千含まれるが,概ね 18世紀後半～ 19世紀の遺物が多
いことから,近世後半頃の遺構 と考えられる。

SD21009(第 53図 )
■区南部で検出した溝である。検出長 6m,幅 75cm,深さ3cmを測る。底面近 くで検出しており,埋土は
褐灰色砂混粘質上である。遺物は出土していないが,中世の溝 SD21001を切っており,また他の近世以降の溝
と同一方位であることから近世以降の溝と考えられる。

SD21010(第 49図 )
Ⅲ区中央で検出した溝である。検出長 48m,幅 2.75m,深 さ 15cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,
埋土は褐灰色砂混粘質土である。

出土遺物は第 49図 に掲載した。38は土師質土器の上瓶の注ぎ口である。39は肥前系磁器の皿である。40

は混入品と考えられる縄文土器の底部で底部外面に沈線を 1条巡らしている。S4はサヌカイト製の削器である。

陶磁器等が出土していることから,近世の遺構 と考えられる。
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第47図 SD21008出土遺物実測図①

1 10YR 7′3
2 2.5Y 5/2
3 7.5YR 5/4
4 2.5Y 5/1
5 2.5Y  7′ 4

6 7.5Y  5/1
7 2.5Y 6/3
8 2.5Y  7′ 2

9 10YR 6/3
10 10YR 6/2
11 10YR 6/4
12 10YR 5/3
13 2.5Y  6/2
14 2.5Y 3/4
15 5Y   2/1
16 10YR 7′ 4
17 10YR 5/2
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第 46図 SD21008断 面図
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北側断面 碕
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40

0              10cm

第 49図 SD21010断面図及び出土遺物実測図

SD21011(第 53図 )
H区中央で検出した溝である。検出長 3.5m,幅 15cm,深 さ 15cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土
は黒褐色砂混粘質土である。出土遺物は無 く,時期は不明であるが,SD21010に切られていることから,近世
以前の遺構 と考えられる。

SD21012(第 53図 )
H区中央で検出した溝である。SD21010を切っており検出長 3.5m,幅 15cm,深 さ 15cmを測る。断面形状
は浅い逆台形を呈し,埋土は明黄褐色粗砂である。出土遺物は無 く,時期は不明であるが,SD21010を 切っており,

近世以降の遺構 と考えられる。

SD21013(第 50図 )
H区北東部で検出した溝である。検出長 17.4m,幅 1.25m,

深さ 10cmを 測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は

褐灰色砂混粘質上である。

出土遺物は第 50図 41の肥前系磁器の鉢だけである。近

世の遺構 と考えられる。

SD21014(第 53図 )
H区 北東部で検出 した溝である⑥検出長 25,4m,幅

25cm,深 さ 5cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈 し,
埋土は褐灰色砂混粘質上である。溝は南西部に向かって低

くなっており,SK21061が集水枡の役割を果たしている。
遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位で
あることから近世以降の溝 と考えられる。

第 50図 SD21013断面図及び出土遺物実測図

SD21015(第 51図 )
Ⅱ区北東部で検出した溝である。検出長 20m,幅 2.8m,深 さ 15cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,
埋土は褐灰色砂混粘質上である。

出土遺物は第 51図 に掲載した。42・ 43は弥生土器の底部である。43は 内外面 とも板ナデである。弥生土器

しか出土していないが,他の近世以降の溝と同一方位であることから近世以降の溝 と考えられる。
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SD21016(第 53図 )
Ⅱ区南東部で検出した溝である。検出長 2.2m,幅 35cm,

埋土は褐灰色砂混粘質上である。遺物は出上していないが,

以降の溝と考えられる。

深さ5cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,

他の近世以降の溝と同一方位であることから近世

＼己班

l rn

1 10YR 4/1 掲灰 砂混粘質土 0              10cm

第 51図 SD21015断 面図及び出土遺物実測図

SD21017(第 52図 )
H区北東部で検出した溝である。検出長 29.5m,幅 lm,深さ50cmを 測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土
は黒褐色砂混粘質土である。削平されて不明であるが,溝の南西端が屈曲し,その延長方向に SD21001が所在
することから,同一の溝の可能性が高い。

出上遺物は第 52図に掲載した。44・ 45は土師器の郷である。46・ 47は土師器の不である。出土遺物から概

ね 13世紀頃の遺構と考えられる。

＼ 、、 塩

L〓49.700m
S

0        1m

l 10YR 3/1 黒褐 砂混粘質土

0             10Cm

第 52図 SD21017断 面図及び出土遺物実測図

SD21018(第 53図 )
II区南東部で検出した溝である。検出長 1lm,幅 40cm,深 さ 5cmを 測る。断面形状は浅い逆台形を呈し,
埋土はにぶい黄橙色砂混粘質上である。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝 と同一方位であることか

ら近世以降の溝と考えられる。

SD21019(第 53図 )
Ⅱ区東端で検出した溝である。検出長 1lm,幅 40cm,深 さ30cmを 測る。断面形状は逆台形を呈し,埋土
はにぶい黄橙色粗砂である。溝内には直径 18cm,長 さ90cmの上師質円筒管が埋設されており,暗渠として
いる。遺物は出土していないが,他の近世以降の溝と同一方位であることから近世以降の溝 と考えられる。

SE H 001(第 54図 )

I区北東端で検出した遺構である。長辺 2m,短辺 1,7m,深 さ40cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,埋
土は灰白色細砂～粗砂である。遺構内には底面から約 15cmに おいて漆喰によって作られた容器が認められた。

長辺 1,7m,短辺 1.25mを 測る長方形を呈し,上部は削平により欠損しているが,高さ 25cm以上になる。内
部は 2ブロックに分かれており,北側の広いブロックは幅 1.25m,長 さ 1.5mに対し,南側の狭いブロックは
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第 53図

幅 1.25m,長 さ 20cmを測 る。容器内部は 4

層に分層できた。第 1層 は明黄褐色砂混粘土

層で,上部からの攪乱である。第 2層 は褐灰
色砂混粘質土,第 3層 は灰白色細砂で, この
2層 は北側の広いブロック内に堆積していた。

広いブロックの底面からは拳大の角礫が多 く

出土した。一方,南側の狭いブロック内には

第 4層の暗灰黄色砂混粘質上が堆積していた。

遺物は出上 していないが,検出位置から近
世以降の棚田に伴うものと考えられる。なお,

棚田の角に位置することから,耕作に伴 うも
ので,水沼用に使用された遺構の可能性が考
えられる。

SKl1004(第 55図 )
I区西部で検出した土坑である。平面形態

は楕円形ないし溝状を呈し,長辺 1.8m,短辺
80cm,深 さ35cmを 測る。断面形状はV字を
呈し,埋土は 2層 に分層でき,上層は黄灰色

砂混粘質土,下層は黄灰色粘質シル トである。
土坑底面において長径 70cm,短径 60cm,深

さ20cmの楕円形のピットを検出した。遺物
は出上しておらず,時期は不明であるが,縄
文土器が出上した SKH013か らの規貝J的な配
列状況から縄文後期の遺構である可能性が考

えられる。

10YR 6/4 褐灰 砂混粘質土
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L=45.200m

%
L〓45.300m

0        1m

1 2.5Y 4/4 黄灰 砂混粘質土
2 2.5Y 5/1 黄灰 粘質シル ト

第 55図 SKl1004平・断面図

SKH 005(第 56図 )

I区西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形ないし

溝状を呈 し,長辺 2.5m,短辺 90cm,深 さ 10cmを 測 る。
断面形状は浅い逆台形を呈し,埋上は褐灰色砂混粘質土であ

る。土坑底面において直径 60cm,深 さ 20cmの ピットを検

出した。遺物は出土しておらず,時期は不明であるが,縄文
土器が出土した SKH013からの規則的な配列状況から縄文後
期の遺構である可能性が考えられる。

SKH011(第 57図 )
I区西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形ないし

溝状を呈し,長辺 2.2m,短辺 90cm,深 さ 5cmを 測る。断
面形状は浅いレンズ状の堆積を呈し,埋土は暗灰黄色砂混粘

質上である。土坑底面において直径 40cm,深 さ20cmの ピッ

トを検出した。遺物は出上しておらず,時期は不明であるが,

縄文土器が出上した SKH013か らの規則的な配列状況から縄

文後期の遺構である可能性が考えられる。

SKH013(第 58図 )
I区西部で検出した土坑である。平面形態は楕円形ないし

溝状を呈 し,長辺 2.7m,短辺 1.4m,深 さ 50cmを 測 る。
断面形 V字を呈し,埋土は4層 に分層できる。第 1層は黒褐

色砂混粘質土,第 2層は黄灰色粗砂,第 3層 は暗灰黄色細砂 ,

第 4層 は暗灰黄色シルト質極細砂である。

出土遺物は第 58図 48の縄文上器の底部のみである。最下

層の第 4層から出上しており,縄文後期の遺構 と考えられる。
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l 10YR 4/1 褐灰 砂混粘質土

第 56図 SKl1005平・断面図
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なお,SKH013,SKHOH,SKH005,SKH004は ,同規模 。同形態の土坑が規則的に並んでおり,ピ ット
を持つ土坑があることから,縄文時代の落とし穴の可能性が考えられる。

SKH017(第 59図 )
I区中央で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈し,長径 2m,短径 1.4m,深 さ25cmを 測る。土坑
西部がやや深 くなっており,埋土は黒褐色砂混粘質土である。
出土遺物は第 59図 49の弥生土器の甕のみである。出土遺物から弥生後期の遺構 と考えられる。
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0              10cm

0              1ocm

第 59図 SKl1017平・断面図及び出土遺物実測図

第 58図 SKl1013平・断面図及び出土遺物実測図

SKH022(第 60図 )
I区南西端で検出した土坑である。西半が調査区外に伸びるが,平面形態は円形を呈すると考えられ,直径
1.6m,深 さ60cmを測る。埋上は4層に分層できる。第 1層 は灰黄褐色砂混粘質土,第 2層は褐灰色粗砂,第
3層は灰黄褐色砂混粘質土,第 4層 は黒褐色砂混粘土である。弥生土器の小片が出上しており,弥生時代の遺
構 と考えられる。
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第 60図

SKH024(第 61図 )
I区北東端で検出した土坑である。北半が調

査区外に伸びるが,溝状を呈し,検出長 2.8m,

幅 60cm,深 さ 10cmを 測る。断面形状は浅
いU字を呈し,埋土は灰色砂混粘質土である。
出土遺物は第 61図 50の瀬戸美濃系陶器の

鉢のみであることから,近世の遺構 と考えら
ヤ化る。

SKl1026(第 62図 )
I区北東端で検出した上坑である。平面形態

は台形を呈し,長辺 1.05m,短辺 80cm,深

さ 15cmを測る。断面形状は浅い逆台形を呈

し,埋土は褐灰色砂混粘質土である。
出土遺物は第 62図 51の肥前系磁器の碗の

みであることから,近世の遺構 と考えられる。

SK11034(第 63図 )
I区南東部で検出した土坑である。平面形態

は方形周溝状を呈する。遺構の外形は長辺 2.8

m,短 辺 2.5mを 測 る。内部は長辺 1.25m,
短辺 lmを 測 る。溝 は幅 50～ 90cm,深 さ
5cmで,溝底面には土免やピット状の掘 り込
みが見られる。埋土は褐灰色砂混粘質上であ

る。遺物は出上しておらず,時期・性格は不
明である。

SK21010(第 64図 )
Ⅱ区西部で検出した土坑である。SD H013

に一部切 られているが,平面形態は不整形で

長辺 2.6m短辺 1.6m,深 さ20cmを決Iる。断

面形状は浅い逆台形を呈し,埋土は 3層 に分

0        1m

7.5Y 5/1 灰 砂混粕質土

第 61図 SKl1024平・断面図及び出土遺物実測図

昼ΥらЫ
0              10cm

_    I    I    I

＼
9/ヴ q0
o              10cm

L〓45.900nl            L〓 45.900m

L〓46.300m

l 10YR 5/1 掲灰 砂混粘質土

0        1m
l

第 62図 SKl1026平 。断面図及び出土遺物実測図
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層できる。第 1層 は黒褐色砂

混粘質土,第 2層 は褐灰色砂
混粘質土,第 3層 は黒褐色砂
混粘質土である。

出土遺物は第 64図 52の縄

文土器のみである。日縁部外

面に沈線 2条を巡らしている。

他に遺物が出土していないこ

とから,縄文後期の遺構 と考
えられる。

SK21017(第 65図 )
II区南部で検出した土坑で

ある。SD21008に 切 られて

いるため平面形態は不明で

あ る。検 出長 6.35m,深 さ
60cmを 測る大型の上九であ

る。断面形状は逆台形を呈し,

埋土は 7層 に分層できる。第

1層 は黒褐色粘土層,第 2層

は褐灰色粗砂,第 3層は暗灰

黄色粘質シル ト,第 4層は暗
灰黄色細砂,第 5層 は黄褐色

細砂,第 6層 はにぶい黄褐色

細砂,第 7層 は褐灰色砂混粘
質土である。陶磁器の小片が

出土していることから,近世
の遺構 と考えられる。

SK21031(第 66図 )
H区中央で検出した土坑で

ある。平面形態は楕円形を呈

し,長径 1.5m,短径 1.3m,

深 さ 50cmを 測 る。肩 か ら

10～ 30cm程度緩やかに落
ち込み,そ こからほぼ垂直に

掘 り込まれ,底面も水平であ
る。埋土は 5層に分層できる。

第 1層 は褐灰色砂混粘質土,

第 2層は灰黄褐色砂混粘質土,

第 3層 はにぶい黄橙色砂混粘

質土,第 4層はにぶい黄橙色

細砂,第 5層 は黒褐色砂混粘
土層である。

出土遺物は第 66図に掲載し

た。53は上師質の焙烙である。

やや深めの器形で,外面指頭
圧,内面ヨヨハケである。54
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1 10YR 4/1 褐灰 砂混粘質土

第 63図 SKl1034平・断面図
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第 64図 SK21010平・断面図及び出土遺物実測図
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0             10cm

3/1 黒褐 砂混粘質土
5/4 褐灰 砂混粘質土
3/E 黒褐 砂混粘質上



L=48,700m

0        1m

1 7.5YR 3/4 黒褐  粘土
2 10YR 4/1 褐灰  粗砂
3 2.5Y 5/2 暗灰黄 粘質シルト
4 2.5Y 4/2 暗灰黄 細砂

5 2.5Y 5/3 黄掲    細砂
6 10YR 6/3 にぶい黄褐 細砂
7 10YR 4/1 褐灰    砂混粘質土

第 65図 SK21017平・断面図

L〓48.900m

l 10YR 4/4 禅31戻

0              10Cm

砂混粘質土

2 10YR 4/2 灰黄褐   砂混粘質土
3 10YR 6/4 にぶい黄橙 砂混粘質土
4 10YR 7′3 にぶい黄種 細砂
5 2.5YR 3/E 黒褐    砂混粘質土

第 66図 SK21 031平・断面図及び出上遺物実測図

0               1m

-55-

((:::う)54



は肥前系磁器の碗である。外面に草花文と圏線 2条が染付
けされており,高台内には「太明年製」の銘が見られる。
出土遺物から 18世紀前半頃の遺構と考えられる。

SK21061(第 67図 )
I区中央で検出した土坑である。平面形態は円形を呈し,
長径 95cm,深さ 50cmを測る。断面形状は逆台形を呈し,
埋土は 2層 に分層できる。上層は暗灰責色砂混粘質土,下
層は黒褐色砂混粘質上である。なお,土坑内には底面から
5cm浮いた状態で甕が埋められていた。甕の内部について
も2層 に分層でき,上層は暗青灰色砂混粘質土,下層はオ
リーブ灰色細砂である。先述 したとおり,SD21014の南
西端に位置し,埋甕を伴 うことから,集水枡の機能が考え
られる。埋甕以外の出土遺物は無いが,SD21014同 様,近
世以降の遺構 と考えられる。

SK21079(第 68図 )
Ⅱ区東端で検出した土坑である。平面形態は楕円形を呈

し,長径 60cm,短径 50cm,深 さ 15cmを 測る。断面形
状はU字を呈し,埋土褐灰色砂混粘質土の単層である。
出上遺物は第 68図に掲載 した 2本の釘のみで,遺構の
時期は不明である。

第 68図 SK21079平・断面図及び出上遺物実測図
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第 67図 SK21 061平・断面図
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第 2節 ま とめ

奥の坊奥池西遺跡においては,多数の遺構を検出したが,遺物に関しては全体でコンテナ3箱分の遺物しか

出上しておらず,その大半はSD21008出土のものであることから各遺構の時期決定において困難を極めた。わ

ずかな出土遺物と遺構の配列状況や方位によって槻ね縄文時代後期,弥生時代後期,中世,近世以降の4時期
に大別した。以下に主要遺構の変遷を掲載し,ま とめに代えたい。

第 1期 縄文時代後期 (第 69図 )

縄文時代の遺構はSKH004,SKH005,SKHOH,SKH013の上坑群があげられる。これらの土坑群は 1
列に並んでおり,ピ ット状の掘り込みのあるものがあることから,落 とし穴の可能性が考えられる。遺跡の南
西約 500mの小山。南谷遺跡においても落とし穴が検出されており,周辺丘陵部一帯が狩猟域であったことが

うかがえる。落とし穴の他では,SK21010からも縄文土器が出土しているが,明確な居住遺構は検出していない。

第 2期 弥生時代後期 (第 70図 )

弥生土器が出土した土坑 SKH017,SKH022が明確な弥生時代後期の遺構である。また,埋土から考えて I
区及びH区西端の土坑やピットの多くは黒褐色砂混粘質土であることから,同時期の遺構の可能性が高いと考

えられる。また,竪穴住居 SH21001は 時期不明であるが, この竪穴住居を掘り込む形で掘削された SD21001

内に弥生土器片が少量含まれていることから,当該期の可能性が考えられる。包合層中や近世以降埋土から一

定量の外生土器が出土しており,近世の棚田形成時に削平を受けたものと考えられる。西方約 200mに所在す
る奥の坊権現前遺跡とほぼ同時期の小集落と考えられる。

第 3期 13世紀 (第 71図 )

弥生時代以降は中世まで遺構・遺物が見られない。SD21001及びその延長の SD21017が土師器不・婉,瓦
器婉の出土から当該期の遺構と考えられる。なお,出土遺物は無いが,SD21001と 同方位のSDH018も 当該

期と考えられる。溝以外の遺構は見られず,耕作域であったと考えられる。

第 4期 近世以降 (第 72図 )
13世紀以降についても近世まで遺構・遺物は見られない。近世以降は遺跡内で最も遺構が多数見られる時期

である。特に,同一方位を指向した溝を多数検出しており,中世の溝 SD21001,SD21017,SDH018以外の

溝は当該期のものと考えられる。また,掘立柱建物 SB21001～ SB21004,SK21031等の土坑や水溜用の遺構
と考えられるSEH001な どが見られる。近世以降の遺構については槻ね 3時期に細分できる。近世以降の遺構
の中で最も古い遺構はSK21031で ,出土遺物から18世紀前半頃と考えられる。次に,多数検出した同一方位
の溝等が見られ,出土遺物から19世紀前半と考えられる。最も新しい遺構は調査区の南で検出した SD21008

で,現有水路とほぼ同じ位置を流れ,幕末～明治の遺物を含んでいる。掘立柱建物については,溝 との切り合
いが無いため不明であるが,埋土や建物規模からSB21001と SB21002～ SB21004に大別できる。このうち,
SB21002の 区画をなすような SD21014と SD21019は耕作による溝 SD21015を切っていることから,19世
紀前半以降の遺構と考えられ,SD21008と 前後する時期の遺構と考えられる。これに対し,SB21001は 18世

紀～ 19世紀の遺構とほぼ同じ埋土であることから,前半の 2時期のいずれかの遺構と考えられる。
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附編 香川大学所蔵大空遺跡出土弥生土器の概要

高松市東部運動公園 (仮称)予定地の西南部に位置する大空遺跡は,昭和 29年に地元小学生によって発見さ

れた遺跡で,そ の出土遺物は瀬戸内地域における弥生後期前半の標式土器として認知されており,高松市指定

文化財になっている。当時の出土状況については,発掘者の小竹一郎氏によって報告 (注 1)さ れており,ま た,

再実測図を掲載 (注 2)しているので,参照されたい。遺跡の現状は,運動公園整備に伴う試掘調査を実施した

が,昭和 50年代の花闘土採取によって丘陵部は失われ,ほぼ消滅してしまっている (注 3)。 わずかに,竪穴

住居 と考えられる遺構が,断面で確認 (注 4)さ れているに過ぎない。

今回掲載した土器は,香川大学所蔵の遺物である。郷土資料室内の木箱の中で,1969(昭和 44)年の新聞に

包装された状態で保管されていた。なお,木箱の中には大空遺跡の解説文が入つていたことから大空遺跡出土

遺物 と断定した。土器には T,S59.5.20と ToS59.5。24と 注記されたものがある。「ToS」 とは高松
。すべり山 (=

大空遺跡)の略号と考えられ,1959(昭和 34)年 5月 20日 及び 24日 に出土したものと判明した。なお,日

付が異なる土器においても接合関係が多 く認められることから,20日 と24日 の採取位置は離れていないもの

と考えられる。残念ながら,香川大学教授丹羽佑一氏の着任前から所蔵されていたもので,具体的な出土地や

出土状況は不明とのことであつた。また,同 じ木箱の中に注記の無い弥生後期の土器片,土師質土器上鍋片,

縄文土器片,古代の軒丸瓦が見られた。注記の無い弥生土器も注記のある土器と時期的な差が無いことから,

大空遺跡出土遺物の可能性が高いと考えた。また,上師質土器土鍋や縄文土器については近接する小山・南谷

遺跡 (注 5)でも出土を見ることから,大空遺跡の可能性が考えられる。しかしながら,古代の軒丸瓦について

は,小山・南谷遺跡における出土も無 く,周辺に瓦窯や古代寺院の存在は知られておらず,大空遺跡出土遺物

の包装に使用された新聞と異なる新聞で包装されていたことから,別遺跡のものと考えられる。

今回は, このうち弥生土器のみを掲載した。第 73図 1～ 11は注記があるものである。1は甕である。日縁

部を上下に拡張させ,端面はナデによりやや くぼむ。外面はタテハケ状の板ナデ,内面はタテヘラケズリのち

ヨコヘラケズリである。 2は短頸壷である①丸みを持つた体部に短 く直立する日縁部がつき,日縁端部は外方

へ拡張させている。外面はナデ,内面はヨコヘラケズリである。3は広日壼である。肩が大きく張り出す体部で,

短 く直立する頸部から口縁部は外方へ開 く。口縁端部は上下に拡張させ,凹線 3条を巡らせ,そ の後竹管文を

施 している。頸部外面には沈線 4条,体部最大径部分には列点文が 2列施されている。外面はタタキのち上半

粗いタテハケ,下半タテヘラミガキである。上半の粗いタテハケはやや間隔を開けて施されており,文様 とし

て見せる意図があつたと考えられる。内面はタテヘラケズリのち指頭圧で,上半のみさらにタテハケにより器

壁が整えられている。日縁部の上面及び外面,頸部下半から体部最大径付近にかけて赤色顔料の痕跡が認めら

れる。4は直口壺である。直立する顕部を持ち,頸部の上部 と下部でそれぞれ 3条の凹線が施されている。内

面は指頭圧,外面は粗いタテハケである。5～ 7は底部である。5は外面タテヘラミガキ,内面指頭圧のちタテ
ヘラケズリである。6は外面指頭圧のち粗いタテハケ,内面タテヘラケズリである。7は外面ナデ,内面指頭圧

である。8は器台である。受部と裾部を欠き,直立した筒部しか残存していない。外面は粗いタテハケ,内面は

指頭圧のち板ナデである。外面には 3条の沈線が 4箇所に施され,残存部の最下段において凹線が 1条施され

ている。また,縦に 5個並んだ円形スカシが 3方に復元できる。9は高杯である。長い口縁部は外反し,端部

はやや垂下気味である。内外面 ともナデで,内面には放射状に暗文が施されている。日縁端部には赤色顔料が

塗布されている。10は高杯である。浅い皿状の不部からわずかに屈曲させた口縁部がつ く。邪部の中心部は円

盤充填技法による接合面で剥離している。外面はタテヘラミガキのち上半ヨコヘラミガキ,内面はマメツである。

11は高杯の脚部である。脚高は低 く,裾部もあまり広がらない。外面はタテハケのちタテヘラミガキ,内面は

指頭圧のち板ナデである。外面にはマメツが著しいが,赤色顔料の痕跡がわずかに残る。

第 74図 12～ 18は注記の無いものである。12は甕である。日縁部を上下に拡張させ,端面はナデによりや

や くばむ。外面は板ナデ状のタテハケ,内面はタテヘラケズリのちヨヨヘラケズリのち指頭圧である。13は直

日壼である。日縁部の細片のみで,内外面ともマメツである。14は広日壺である。外反する日縁部は端部を上

下に拡張させ,端面に凹線 4条を巡らせ,さ らに棒状浮文 3個 1対を施 している。また,顕部外面にはハケ原

体による刺突文が施されている①外面はタテハケ,内面は指頭圧である。 15。 16は底部である。15は細片で,

内外面 ともマメツである。16は外面粗いタテハケ,内面指頭圧のち板ナデである。 17。 18は高杯である。ほ

ぼ同形態の高杯で,浅い不部から短 く直立する口縁部がつ く。両者 とも口縁部外面には 3条の凹線が施されて

いる。17は外面指頭圧,内面ナデ,18は外面ヨヨヘラケズリのち指頭圧,内面ナデである。
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第73図 香川大学所蔵大空遺跡出土遺物実測図①
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0              1ocm

第 74図 香川大学所蔵大空追跡出土遺物実測図②

昭和 29年出土土器は,土坑一括資料と考えられ,製塩土器・器台の出上が目立ったが,今回の資料において

は器台 1点,製塩土器 0点 と少なく,器種構成の点で異なっている。しかし,高杯等に見られる赤色顔料の塗

布などには共通点も見出せる。時期的には概ね弥生後期初頭に位置づけられると考えられ, これまでの出土土

器とほぼ同傾向であるが,9の高郷は日縁部が長く深いものであり,やや後出するものと考えられる。いずれに

せよ遺跡が消滅しており,今後資料増加が望まれない中,重要な資料といえる。

注

1.小竹一郎 1955『高松市高松町すべり山出土弥生式遺物報告書』

2.大嶋和則 1996「大空遺跡出土弥生式上器の概要」『高松市歴史資料館収蔵資料目録～考古資料～』高松市歴史資料館

3.大嶋和則 1999『高松市東部運動公園 (仮称)整備に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 第 1冊 奥の坊遺跡群 I』 高松市教育委員会

4.大嶋和則 1997「大空遺跡の竪穴住居と表採資料について」『香川考古 第 6号』香川考古刊行会

5.片桐孝浩 1997『県道高松志度線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 灯ヽ山 。南谷遺跡 I』 (財 )香川県埋蔵文化財調査セ

ンター
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土器観察表

器種 図版 遺構名 ∃ 外面 内面
(上 =外面 下 =肉面 )

胎 土 焼げ

胚生土器
彗

SD12017 ナテ ナテ にぶい橙
に点い胎

やや密
lmm Ы下の石五・岳石合お

良

胚生土希

巨部
SD12017 ナデ ナデ 10YR6/2炊貢褐

10YR6/2灰責福
やや粗

良

3
杯生上器

盛晒薔
17 SK12002 タテハケ

臨盤首鰻守 飾培韓幹す
タテヘラミガキ !5Y3/2灰自 eゃ密

lmm碗 下の所4・岳病全お
良刃

4
磁質主器

釜
SKl1001 (87 悟頭

圧

態合痛 樫付着

ヨヨハケ
75Y5/1 灰 良勾

5
肥前系磁器
腕

SD21001 施釉
条

糊

繰

通

圏

rOGY3/1明 森状
,56Va/1 朗緑阪

雪良
良

"

大空北遺跡出土遺物観察表

番号 器種 目枷 遺構名
法量 (cm)

重量 (g) 石材 特    徴
長 幅 厚

与J器 5 I区南壁 ケヌ方イト 可部は片面調整。側縁部・背部は未調
Чl器 17 SK12002 3 ケヌカイト 未調整。背部のみ敲打 ^
旨1器 SK12002 サヌカイト
石 SD21002 砂岩 上面は平坦面。
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奥の坊奥池西遺跡出土遺物観察表

土器観察表

器種 遺構名 外 面 内面

`上
=外 商 下 =肉 面

胎 土 焼け

隠文土器
震鉄

自構面直■ (29)
盤文 ナ テ OYR5/2灰責褐 やや租

Immじl下 お 石量・再 府・名 PAH蔦合 ト
良

2
電文 土 器

架鍬
SDl1006

ナデ
π練2条

ナテ 褐

娯

黒

里

粗
良

3
隠又 主 器

饗魅
SDl1006 隠文 ナデ 5YR6/4 1こふい種 やや粗

amm剪 下の石革・星石含 tl
良月

馬又 主 器

墾鍬
SDl1006 (30 電文

ナデ

!5Y7/3
東
黄
狭
浅

やや密
良弱

5
皿

SDl1013 $ t釉
海rlII

翻繰 1条

10Y8/1

10Y8/1

自

白

灰

灰

信良
良翔

6
緞戸巽濃糸徹縛

盃
SDl1013

釉

付

釉

付

疱

聖

10Y8/1

10Y8/1

自

白

灰

灰

隋良
良

"
7
互器 SD21001

マメツ マメツ 10YR6/2灰 貢褐
25Y6/2灰黄

語
Imm口 下の石

=・
与希合お

良

8
訴生主器

壼部
SD21001

マメツ ヨコヘラケズリ 10YR7/1 灰自
7 5YR6/3 1こ ぷい褐 mmじ1下の 不 革・岳 石 合 お

良珂

9
罵文土器

梁欲
SD21002 罷文 ナデ 5YR5/4に ぶい赤褐

lllYR6/4にぶい昔緒 肺m以下の石英・長石含む
良

祢生土需

型塩土器
SD21008 (35)

ヌテヘラケスリ ナデ
学会 痛

10YR4/2灰 貢褐 やや粗

3mm以 下の石英・長石含む
良好

器恵

部

煩

貞
SD21008 (23)

ナデ 目転ナデ N6/0灰 璧
良凋

土師器
床

SD21008
マメツ マメツ ,YR7/3 にぶい橙 9や租

艮

土師器
豚

SD21008
マメツ マメツ OYR8/3浅黄橙

OYR3/a程苦絡
訟

良

土師質土器 SD21008 (35】
一ア ナデ lllYR5/4に ふい東褐 やや密

良r

上師質土器
お

SD21008
ンテハケ tt■いヨコハケ後板ナテ やや密

良斉

主帥 質 主語

置鍬
SD21008 信頭圧 指頭圧

種目

7 5YR7/6 積
良好

17
土帥 質 主 器

賦
SD21003 (52)

版状工具の圧痕 ナデ !5YR5/8 刷電赤褐
!5YR5/6明 赤椙

やや密
良婿

土RR質土器
獣

SD21008
一ア 悟頭圧

!5YR5/8明 赤褐
やや粗

良殉

と師 質 土器

害盛
SD21008

マメツ ヨコハケ 10YR4/1褐 灰
10YR5/2灰 黄褐

露
良質

上師質土希

吉烙
SD21008 (36

七頭圧 ナデ

!5Y7/2灰 責
露
Immじ1下の石章・与万合お

良弱

主師質土器

感悠
SD21008

ナギ ナデ 7 5YR3/1

7 5YR2/1

黒褐

黒 Imm以 下の石英・長石含む
良

土師質土器

感悠
SD21008 七頭圧 10YR3/1黒 褐

25Y4/1曽灰 lmm以 下の石英・長石含む
良好

土師買土器
B慇

SD21008 旧BRl■ ナデ 10YR4/1褐 灰
良

lB前 系磁器

腕
SD21008

二重網目

起釉 7 5GY3/1

7 5GY8/1

灰

灰

緑

緑

明

明
膏艮

良

"
lB前 系陶器

腕
SD21008 (23)

粕

付

釉

付

疱

蓼

,5Y6/1灰 僑艮
良オ

肥前系磁器

籠
SD21008 題釉 照釉 7 5GY7/1明 緑灰 精 艮

良ダ

京信楽系陶器 SD21008 熙釉 厄琴日 ,5YR3/4浅 黄橙 F良
良ダ

肥前系陶器 SD21008 厄釉 厖糊
'5Y6/2灰

オリーブ 精 良
長珂

大谷焼陶器 SD21008 浅釉 照糊 YR2/4極暗赤褐
5VP4/6 未綱

宿良
良男

愚前系陶器
云

SD21008
罰台無釉 糊

毛

冠

訓

5GY7/1 り1線り《
良

"
男石 瞬 阿器

雪欽
SD21008 ]転ヘラケズリ後ヨコナデ ナデ

朦目

褐

盟

赤

確

やや 密
良ダ

扁団 瞬 阿器

雷鉄
SD21008

庁ナ 万
蜘 'Y6/1 

灰
Yヽハ /少 ぼナ1,一づ

露
良労

界既 阿器

琶鍬
SD21008 回転ヘラケズリ デ

却
5YR5/4 「こぶい赤褐
7 5YR5/4 1こ ぶい褐

や 密
良月

界瞬 阿需

瞳払
SD21008 ]転ヘラケズリ ″デ

霞ほ

5YR4/3 1こ示い赤褐
7 5YR5/3 1こ ぶい椙

やや密
良好

蛛焼阿器

層鉢
SD21008 44,

ナデ デ

日

2 5YR5/6 明赤褐
5YRS/4 1こぷい赤褐

雪
1船mW下の汚

=・
鳥病合す

良好

堺焼阿器

瞳鉄
SD21008 108:

回転ヘラケズリ後ヨコナデ ナデ 7 5YR4/6褐
7 5YR5/6明 福

やや粗

lmm以下の石英・長石含む
良

"
と師質
Trl互

SD21008 悟頭圧 板ナデ 75YR5/4 にぶい褐
75YR5/4 1こ ぶい褐

粗

氏mmじ′下 の病 革・三 希・魯閑 石・璧 舟 合 お
良ダ

上師質土器

上稲

いア ナデ 15Y6/3にぶい貢
と5Y6/3に ぶい着

やや 密

lmm u下 の 石 五 .与石 全 お
艮

把前 系磁 需

皿
SD21010 題糊 疱釉 ,Y8/1 自

白

灰

阪

皓良
良堀

健文土器

貞部
SD21010

充線 1条

ナ テ 10YR5/3 にぶい貢褐
10YR6/3 1こ尽tヽ首緒

やや粗
良好

肥前系磁器 SD21013 旨磁釉 無琴由 5G7/1明緑灰 零良
良据

`生

土器 SD21015 ナデ ナデ

'YR7/4 
にぶい橙 やや粗

良狂
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胚生土需

巨部
SD21015 傲状 工具 の l■反 坂ナデ |り YRO/3 1こふいョI種

!mm以下の石英・長石・角閃石・雲母含む
良好

雫色土器 SD21017 マメツ

,Y4/1

状

阪 lmm以下の石英・長石含む
良

黒色土器 SD21017 者Ilql■ マメツ Z5Y7/1灰 日
嶋/0灰 lmm以下の石英・長石含む

良

主師需

胚
SD2101, ′テ 片デ IOYR3/2 灰自

IOYR3/2灰 自 Imm以下の石英 .長石含お
良舞

土師器

医
SD21017 マメツ ヱメツ 「5YR5/4 1こ示い褐

10YR5/3にぶい責掲 良

隠文土器
寅部

SKl1013 オデ ″デ 10YR6/4 1こふい貢橙
ltlYR7/4にぶい黄橙

良

祢生土器
磨

SKl1017 マメツ マメツ 25Y7/2
25Y7/2

貢

黄

灰

灰

やや祖
良珂

願F乗 涙 糸阿講
臆

SKl1024 冦釉 騒細 25Y8/2灰 自
25Y8/2灰 白

僑良
良殉

把 Bl糸枢 希
鯨

SKl1026 釉

付

祗

整
厄判

圏線2条

10GY3/1明 緑灰
10GY8/1明 緑反

悟長
良カ

隠文主器

震鍬
SK21010 オデ 7 5YR6/3 にぷい褐

25Y6/2灰 音
やや粗

良舅

■RRl賞 土器

倍烙
SK21031 115 旨頭圧 ヨコハケ 10YR4/2灰 貢褐

10YR6/3に べい書緒
やや密
lmm剪 下の石速・岳猜合お

良

把前系磁器

晩
SK21031 に釉

豊れ ☆ 圏鍛 a峯 ★ 朗生禦
厄llH 10Y3/1灰 自 精良

良す

番 号 器種 遺構名
示重(om,

特 徴
長 幅 屋

訂 町向万 形 。

釘 析面方形。

訂 SK2 翫向万 形 。

aT SK2 析面方形。

番号 器種 ]晰 遺構名
法量 (cm)

重量 (g) 石材 特 徴
長 幅 厚

石庖丁 橋面直 1 サヌカイト lRl縁部に切断面を残す。刃部は片面調馨
^

石鎌 サヌカイト 平基式。両面より調整。
肖1器 SD21006 2 サヌカイト 両側面とも切断面を残す。背部は敲打。
目H器 SD21010 2 サヌ方イト 刃部のみ残る。両面より調整。

-70-



大空遺跡出上遺物観察表

土器観察表

器種 外  面 内  面
上=外面 下 =内 面

胎 土 発2

1

獅笙 主 苺

憲

板ナテ タテヘラケスリのちヨコヘラケスリ ,YR6/4にぶい褐
FYR5/41ご ARIヽ樹 mmW下 の 石 漱・専 有・望 母 合 お

罠狂

2 獅
笙 二 議

障電書

ヨコヘラケスリ
尊 合 痛

10YR7/4に ふい貢種
フБY贈 /41=式ミ1ヽ清 ,mmじ !下の 石 本・与 石 合 お

良タ

3
獅主 主 軒

床□蓄

旧頭 圧

睦合痛

7 5YR5/41こ ふい禍
,mnI切 下 の 不 革・与 石・豊 岳 台 お

良翼

4
4主主轟
自口壷

小生土尋

巨部

ホ生土君

巨部

麻生±3
自部

体生土君
程合

ヌタキのち,テハケ,タテヘラミカキ ダテヘラケスリのち指顕TIのちタテハ 7 5YR5/4に 示い褐
良タ

ヌテヘラミカキ 旧頭圧 のち,テヘラケス リ 5YR6/41こ示い褐
良匁

(42)
旧頭 l■のち 4flい

'テ
ハケ タテヘラケスリ 5YR5/4に 示い褐

ナテ
l■合哺

目頭 圧のち,テヘラケス リ 10YR6/4にふい貢種 やや蜜

8 168)
咀いタテハケ 目頭圧 のち板ナテ

事合 痛 半

種

田

５Ｙ

Ⅳ
良女

9
胚主 主 蔀

露林

片テ

R伍塗彩
テ

Ｖ

10YR6/4に 示い東種
ltlYR6/4に 点 い 苦 構

良ダ

杯主主 毎

言林

ヌテヘラミカキのちヨコヘラミカキ オテ ,YR6/6種

'5Y々
5/6日日うに剤巳

良ダ

豚住 土 議

言林

ヌテハケのち,テヘラミカキ
無任盗彰 iV膵 /41こ 尽い未癌

罠タ

称生土群
藤

ヌテハケ ヌテのちヨコヘラケス リのち捐醸 l■ 7 5YR4/31こ ふい褐

祢生土尋 マメツ マメツ

弥生土帯 110) ナテ YR5/6り Ц赤褐
OYPS/ク 匡昔協

弥生土尋 マメツ マメツ illYR7/4にふい貢 種

弥生土髯
直部

タテハケ 指頭圧のち板ナデ 10YR7/4に ふい貢種
'や
fII

体生±3
雪杯

旨頭圧

咀鍛4姿
ナデ 75YR5/41こ ぶい褐

75YR5/41こ 尽い福

3や粗

体生土ヨ
雪杯

]コヘラケズリのち指頭圧 ナデ 5YR5/4に ぶい赤褐
75YR5/4に黛い名

やや相
良タ
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写 真 図 版
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写真 1 大空北遺跡全景 (南から)

写真 2

写真 4 1区北壁土層 (南東から)

I区完掘状況 (西から) 写真 3 1区完掘状況 (南から)

写真 5 1区南壁土層 (北東から)
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写真 12 SD21001完 掘状況 (西から)

速

写真 7 竪穴住居群 (西から)
‐
■,■ |●イ|■

「
■■1 11● : ■■|■

‐ ||=i■‐
=■
●
~ 
■■●I‐

~ⅢⅢIⅢ■|,■  ■‐‐ |「 ‐
「

写真 9 SKl1001完 掘状況 (南から)

写真 1l SK21001完掘状況 (南から)

SD21017夢 31屈りく,兄 (F菊東から)

写真 8 近世鋤溝群 (南東から)

dHp・・言奪|:士F

写真 10 SK21001断 面 (南から)
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写真 13 作業風景



写真 14 大空北追跡出土遺物
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写真 15 奥の坊奥池西遺跡全景 (南から)

|   ,Iン

フトヽ                              _    ______4 -

写真 16 機械掘削状況

写真 18 工区遺構検出状況 (南西から)

写真 17 1区遺構検出状況 (南から)

写真 19 遺構検出作業風景
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写真 20 遺構掘削作業風景 写真 21 1区西壁土層 (北東から)

写真 22 1区西壁土層 (東から) 写真 23 1区完掘状況 (南から)

写真 24 1区完掘状況 (南東から) 写真 25 1区完掘状況 (南西から)

写真 26 Ⅱ区完掘状況 (西から) 写真 27 遺跡全景 (東から)
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写真 28 遺跡全景 (西から) 写真 29 SB21001完掘状況 (南から)

写真 30 SB21001礎石 (東から) 写真 31 SEl1 001水溜め検出状況 (北から)

写真 33 SKl1013断 面 (西から)写真 32 SEl1001完掘状況 (北から)

写真 34 SKl1013完掘状況 (西から) 写真 35 SKl1022断 面 (北から)
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写真 36 SKl1034断 面 (南東から) 写真 37 SK21010完掘状況 (南から)

写真 38 SK21017断 面 (北から)

写真 40 SK21031断 面 (南から)

写真 39 SK21031土器出土状況 (南から)

写真 41 SK21 061断 面 (南西から)

写真 42 SK21061完 掘状況 (南から) 写真 43 SD21001断 面 (東から)
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写真 44 SD21008断 面 (東力Ⅲら) 写5尋 45 SD21008凶 Fi面  (i巧から)

写真 46

写真 48 職場体験学習風景 (遺構掘削 ) 写真 49 職場体験学習 (遺構掘削)

写真 47 SD21017完 掘状況 (西から)

写真 50 職場体験学習 (接合 ) 写真 51 職場体験学習 (土器洗浄 )
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写真52 奥の坊奥池西遺跡出土遺物①
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写真53 奥の坊奥池西遺跡出土遺物②
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写真 54 奥の坊奥池西遺跡出土遺物③
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写真 55 香川大学所蔵大空遺跡出土弥生土器①
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写真56 香川大学所蔵大空遺跡出土弥生土器②
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写真 57 香川大学所蔵大空遺跡出土弥生土器③
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